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1．はじめに

簡易脳波計は頭皮上に発生するα波（８～１２

Hz）付近の脳波測定を行うことで、人間の心理状

況が測定可能となる。それを応用することで学生の

授業中の心理状態を調べ、授業中において学生

が集中する条件を見出すことが出来る可能性があ

る。しかし、既存の簡易脳波計では一人での測定

を対象としており、多人数を同時に測定可能な計

測器が存在しない。測定器の値段が１台１０万程

度ととてもコストがかかり、複数台を用意するのは困

難である。そこで今回我々は、コストを抑え多人数

を同時に計測が可能な計測器を開発することで今

まで出来なかった同じ条件で多人数の脳波を計測

することを実現する。本研究では多人数計測を可

能とするマルチチャンネル動的簡易脳波計測シス

テムの入力回路の製作を最終目標とする。本論文

では入力回路の設計・製作について報告する。

２．概要

以下に設計仕様を示す。

・ 測定対象は１クラス（４０人程度）が授業

を受けている環境で測定を行える。

・ 計測者は頭部にヘッド電極を付け普段と

同じように授業を受けてもらう。

・ 計測時間は５分間以上とする。

・ サンプリング周波数１２８[Hz]、サンプリ

ング周期 0.007813[sec]とする。

また、本システムは図１のとおりとなっている。

図１. 試作システム

①ヘッド電極

本システムでは単極誘導方式とする。[1]単極誘

導とは電気的に 0 に近い点（耳朶）を基準にして，

頭部の電極と耳朶の記録する方法である．脳電位

の絶対値が記録でき波形の歪みが少ない。過呼

吸，光刺激は単極誘導で記録する事が多い方式

である．この方法では、電極の1つを左頭部につけ、

もう１つの電極を左耳朶につける。さらに右頭部に

はアース電極をつける。左頭部と左耳朶の間の電

位差を測ることで、同相ノイズがキャンセルされて、

脳の広域にわたる状態が計測できる。

図 2. 単極誘導

②アンプ

・インスツルメンテーションアンプ（計装アンプ）

微弱な脳波（５０μＶ）の信号を抽出するために

計測アンプを使用する。計装アンプは、2つの入力

信号の電圧差を増幅すると同時に、両方の入力に

対して同相信号を除去するという重要な機能を持

ったデバイスである。

・反転増幅アンプ

反転増幅回路を３つ使用し増幅度１００倍として、

A/D 変換に可能な電圧(5Vpeak)まで増幅する。

図３. 設計した脳波入力回路

３．まとめ

今回製作したマルチチャンネル動的簡易脳波

計の入力回路は正常動作した。しかし、電源を投

入後脳波が安定して出力されるまでには２分程度

の時間がかった。また、電池の残量によってオフセ

ットが変化するので毎回調整しなければならない

問題がある。今後の課題は安定動作と調整が容易

に行える構造にすることである。
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